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六
点
を
市
指
定
文
化
財
に

蔵
林
寺
の
仏
像
な
ど

守
ろ
う
文
化
遺
産

千
年
の
Ｍ
史
を
ほ
こ
る
宇
治
市
に

は
、
平
等
院
鳳
凰
堂
や
阿
弥
陀
如
来

坐
像
、
宇
治
上
神
社
本
・
拝
殿
な
ど

九
件
の
国
宝
を
は
じ
め
、
万
福
寺
な

ど
三
十
六
件
の
ｍ
嬰
文
化
財
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も

す
ぐ
れ
た
未
指
定
文
化
財
や
埋
蔵
又

化
財
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
が
す

べ
て
十
分
な
保
護
々
受
け
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
国
指
定

以
外
の
文
化
財
で
、
歴
史
的
に
も
芸

術
的
に
も
ｍ
要
な
も
の
素
堡
Ｍ
ｏ
。
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
宇
治
市
指

定
文
化
財
制
度
で
、
昭
和
四
十
五
年

▽
木
造

▽
木
造

▽
木
造

▽
木
造

薬
師
如
来
坐
像

阿
弥
陀
如
来
坐
惚

犯
沙
門
天
立
像

地
蔵
菩
薩
立
像

屁
の
Ｂ
＼
回
指
定
以
米
、
今
回
の
指

恚
咎
め
て
二
十
件
に
な
り
ま
す
。

（
今
回
指
定
し
た
の
は
左
の
六
点
で

す
。
）
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こ
れ
ま
で
に
指

定
し
た
文
化
財

有
仏
像
。
平
安
時
代
後
期
の
俊
れ
た
仏
師
の
作
と
思
わ
れ
る
。
ひ

の
き
材
、
寄
木
造
り
。

▽
絹
木
茜
色
如
意
愉
凶
音
像

菟
辿
三
家
戸
寺
所
有
の
仏
画
で
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
作
。

▽
約
本
著
色
釈
迦
三
尊
十
六
羅
漢
像

宇
治
山
田
の
興
型
寺
所
有
の
仏
画
で
、
南
北
朝
時
代
の
作
。

以
上
四
点
の
彫
刻
は
、
い
ず
れ
も
五
ヶ
讐
蕃
割
の
蔵
林
寺
の
所
ｊ
‐
釧
り
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絹本著色如意輪観音像

↓（三室戸寺所有）

第
一
回
指
定
（
4
5
年
皮
）

・
白
川
地
蔵
睨
の
梵
釦
＝
融
釘
時
代

・
自
川
錨
蔵
に
の
大
般
む
紅
五
六
三

巻
（
鉛
む
峙
代
）

・
白
川
地
蔵
院
の
紺
紙
金
泥
法
華
紅

八
巻
（
平
安
時
代
）

・
宇
■
Ｓ
Ｍ

．
手
も
み
裂
法
＝
無
形
文
化

財
、
保
持
者
は
吉
出
召
三
郎
さ
ん

第
二
回
指
定
（
4
6
年
度
）

・
宇
治
3
3
1
ｉ
ｉ
ｔ
’
の
聖
観
音
立
像
‐
堅

安
時
代

・
宇
治
神
社
の
臼
色
尉
．
山
（
Ｊ
忌
き

の
血
）
＝
桃
山
時
代

・
宇
治
浄
土
院
の
帝
釈
天
立
像
＝
平

安
時
代

第
三
回
指
定
（
4
7
年
度
）

・
菟
道
大
幻
丙
の
弥
陀
三
が
図
＝
鉛

倉
時
代

・
京
阪
宇
治
駅
火
側
の
閤
公
薩
坐

像
（
東
屋
Ｕ
音
）
＝
鉛
分
時
代

旦
ハ
世
紀
後
、
｛
～
七
世
紀
、
伊
勢

田
の
来
迎
寺
に
堡
Ｗ

・
東
笠
取
祢
名
寺
の
日
本
梨
＝
樹
齢

五
百
年
前
後
、
天
然
記
念
物

第
四
回
指
定
（
5
0
年
度
）

・
平
等
院
の
地
蔵
菩
薩
立
像
Ｈ
‥
平
安

時
代

・
平
等
院
の
不
動
明
王
立
像
お
よ
び

二
童
子
像
＝
平
安
時
代

・
浄
土
院
の
養
林
庵
轡
院
障
昭
画
＝

江
戸
時
代

蔵
林
寺
所
有
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像

三
月
定
例
会

五
十
三
年
度
予
算
等
可
決

昭
和
九
十
羊
男
万
Ｉ
心
巾
議
会

定
例
会
は
、
谷
竺
］
に
開
か
れ
、

途
巾
、
会
期
を
三
］
延
長
。
三
十

日
、
二
十
九
］
問
に
わ
た
。
‘
父
劫
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

二
日
の
招
集
日
に
は
、
几
山
市
。
長

か
ら
財
政
自
主
再
姓
計
画
の
初
年
度

に
あ
た
る
町
一
十
三
年
度
の
各
会
計
当

初
予
算
笹
一
十
二
議
案
の
提
案
説
明

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
予
算
に
関
連
ず

る
十
六
議
案
が
、
予
算
特
別
委
員
会

に
付
託
一
一
八
ま
し
た
。

三
日
と
六
日
は
、
請
。
順
密
査
の
た

め
各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
慎
重

に
審
査
さ
れ
た
結
米
、
付
託
さ
れ
て

い
た
十
五
訪
願
り
つ
ち
五
請
願
を
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
め
ま
し
た
。

七
日
と
八
日
の
両
日
は
、
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、
十
人
の
議
員
が
ｍ

し
て
、
財
政
自
主
再
建
計
。
画
下
で
の

行
財
政
の
取
り
組
み
、
市
長
の
政
治

姿
勢
等
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
は
、
招
集
日
の
ほ
か
、

十
七
日
、
二
十
七
日
、
三
十
日
に
行

わ
れ
、
十
六
議
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
五
十
二
年

度
一
股
会
計
補
正
予
算
の
可
決
に
あ

た
り
、
財
政
自
主
再
建
計
画
の
達
成

の
た
め
市
職
員
の
退
壁
雪
に
関
す

る
粂
例
の
見
直
し
を
嬰
望
し
た
内
容

の
付
帯
意
見
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
は
、
十

二
日
間
に
わ
た
っ
て
現
地
視
琴
茜
一

め
、
熱
心
な
富
立
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
村
出
于
算
特
別
委
員

長
か
ら
委
員
長
報
告
が
あ
り
、
「
一

股
会
計
于
算
等
に
人
件
費
兄
込
み
ア

ッ
プ
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
先

組
み
を
既
得
枇
と
せ
ず
、
人
事
院
勧

告
に
Ｍ
づ
く
給
与
条
例
の
改
正
時
点

で
改
め
て
密
議
す
る
こ
と
」
等
を
内

容
と
し
た
付
帯
決
議
を
つ
け
、
付
託

の
あ
っ
た
十
六
議
案
は
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Λ
可
決
さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
昭
和
五
十
三
年
度
宇
治
市
一
般
会

計
予
算
、
昭
和
五
十
三
年
度
農
業

共
済
忠
ｉ
’
交
通
災
害
共
済
事
茉

・
国
民
健
康
保
険
事
業
・
公
此
ｙ

水
道
事
業
・
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
茉
の
各
特
別
会
計
予
算
、
水

慰
事
業
会
計
予
算
、
昭
和
五
十
二

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

八
、
九
号
）
国
民
健
康
保
険
事
業

（
第
二
号
）
・
宅
地
取
得
資
金
貸

付
事
業
（
第
一
号
）
の
各
特
別
会

計
補
正
予
算
、
水
適
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）

Ｏ
住
宅
新
築
資
金
等
賃
付
粂
例
の
制

定
（
住
宅
新
築
、
住
宅
改
修
資
金

宅
地
取
得
資
金
の
三
つ
の
貸
付
事

業
制
度
を
一
木
化
す
る
も
の
）

〇
手
数
料
条
例
の
一
部
改
止
（
祠
Ｗ

ａ
示
り
の
手
数
料
の
改
正
）

○
道
路
占
川
料
必
例
の
一
部
改
正
（

道
路
占
川
料
の
改
正
）

○
水
路
使
川
粂
例
の
一
部
改
止
（
排

水
路
等
の
使
川
料
の
改
正
）

○
廃
棄
物
の
処
理
及
び
消
掃
に
閔
す

る
粂
例
の
一
部
改
正
（
ご
み
り
の

処
理
手
数
料
の
改
正
）

○
市
税
条
例
の
一
部
改
止
（
五
十
三

年
度
の
み
川
定
資
産
税
り
の
納
期

に
特
例
を
設
け
る
も
の
）

○
公
会
堂
等
の
加
設
の
設
ほ
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（

笹
法
共
同
集
会
拗
の
老
朽
化
が
著

し
い
た
め
廃
止
す
る
も
の
）

○
学
校
設
ほ
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
（
南
小
倉
小
、
西
小
倉
申
の

開
校
に
と
も
な
’
つ
も
の
）

Ｏ
奨
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
改
正

（
寄
付
を
受
け
た
奨
学
資
金
の
利

息
が
貸
与
可
能
な
金
額
に
な
っ
た

た
め
貸
付
を
開
始
す
る
も
の
）

○
市
職
員
旅
費
条
例
の
一
部
改
正
（

旅
費
額
等
に
つ
い
て
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
）

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
保
険
料
率
の
改
正
等
）

○
宇
の
区
域
の
変
更
（
木
幡
平
尾
の

一
部
を
木
幡
御
蔵
山
に
編
入
）

○
市
道
路
線
の
認
定
（
木
幡
河
原
団

地
一
号
線
ほ
か
二
十
路
線
）

〇
市
道
路
線
の
一
部
廃
止
（
小
倉
町

神
楽
田
の
三
十
九
号
線
な
ど
）

〇
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
（
公

園
占
用
料
の
改
正
を
行
う
も
の
）

○
軍
ａ
ｎ
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
心
改
正
（
共
済
組
合
の
貯
金
ぷ

業
実
加
に
と
も
な
う
漬
立
金
等
の

根
・
拠
を
明
確
に
ず
る
た
め
）

ｏ
市
屁
ｎ
定
数
条
例
の
一
部
改
正
（

市
妊
部
局
の
職
員
の
三
人
減
等
、

定
数
の
適
正
化
を
図
る
も
の
）

○
財
産
取
糾
に
つ
い
て
（
隋
小
倉
小

・
西
小
倉
中
の
校
合
拓
設
等
を
山

城
学
校
建
設
公
社
か
ら
取
得
）

Λ
同
意
さ
れ
た
議
案
▽

○
川
定
資
産
評
価
哨
肖
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意
（
柳
井
二
郎
氏
の
任

期
満
了
に
伴
い
再
任
の
同
意
を
求

め
る
も
の
）

〈
採
択
さ
れ
た
請
願
▽

○
西
小
倉
地
区
に
消
防
署
支
所
の
設

置
に
関
す
る
請
願

○
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
出
張
所
（

仮
称
）
設
以
に
関
す
る
請
願

（
総
務
常
任
委
員
会
）

○
宇
治
川
右
岸
（
市
道
）
舗
装
に
関

す
る
請
願

○
排
水
路
整
備
並
び
に
退
路
整
備
を

求
め
る
請
願

（
建
設
水
道
常
任
委
員
会
）

〇
公
民
館
建
設
に
関
す
る
請
願

（
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
）

Λ
可
決
さ
れ
た
意
見
書
▽

○
法
務
局
支
局
設
は
に
関
す
る
意
見

沓

○
「
サ
ラ
金
」
業
の
規
制
に
関
す
る

意
見
書

〇
「
水
田
利
川
再
編
対
策
」
の
再
検

討
に
関
す
る
意
見
書

〇
一
般
消
費
税
の
導
入
反
対
に
関
す

る
意
兇
書

議
会
だ
よ
り

五
十
四
年
四
月
開
設
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
内
科
、
小
児
科

に
つ
き
休
日
の
昼
間
だ
け
診
察
す

る
方
向
で
あ
る
と
報
告
。
午
後
か

ら
請
願
審
査
。

Λ
建
設
水
道
常
任
委
員
会
▽

〇
三
月
六
日
…
…
午
前
中
、
請
願
審

査
の
た
め
、
宇
治
川
右
岸
道
路
等

の
現
地
視
察
を
行
い
、
午
後
か
ら

請
願
審
査
。
宇
治
川
右
岸
（
市

道
）
舗
装
に
関
す
る
罰
願
ほ
か
Ｉ

請
願
を
委
員
会
と
し
て
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
め
ま
し
た
。

Ｏ
三
月
三
日
…
…
請
願
審
査
が
行
わ

れ
公
民
館
建
設
に
関
す
る
請
願
が

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
ま
り
ま
し

た
。

Ｏ
三
月
十
四
日
…
…
米
飯
給
食
の
導

入
に
関
し
て
、
三
室
戸
小
学
校
で

試
験
炊
き
の
状
況
を
視
察
。

○
三
月
二
十
日
…
…
市
か
ら
、
人
口

急
増
地
域
の
幼
稚
園
対
策
に
つ
い

て
、
「
伊
勢
田
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、
増
築
の
た
め
府
と
協
議
に
入

り
、
国
の
補
助
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
府
営
西
大
久
保
団
地
か
ら

伊
勢
田
町
名
木
ま
で
の
範
囲
を
包

括
す
る
新
園
の
建
設
を
考
え
て
い

く
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
い

々
Ｃ
だくてし卜一スタさあ，●●●●●●目標が決まったら

あなたの夢を3年で実現します。

定期積金
≪／皿ｔｉＰ

不責で金’

収入の増加にあわせて積立金もアップできる合理的

なニュータイプの預金です。それだけにハイ・ペー

スの貯蓄が楽しめます。あなたのご収入とご予定に

あわせておはじめください。

マイホーム、旅行、結婚、入学など目的はさ

まざまお持ちでしょうが、何事も計画的に無

理なく実現したいものです。南京信のく定期

積金〉ならあなたに合ったプランを選んでい

ただけます。

東京都信用金庫
＝④

599

委
員
会
活
動
か
ら

Ａ
総
務
常
任
委
員
会
▽

○
三
月
六
日
…
…
市
か
ら
、
三
月
一

日
に
設
叫
一
さ
れ
た
財
政
自
主
再
建

推
進
本
部
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
後
、
請
願
審
査

に
入
り
、
西
小
倉
地
区
に
消
防
署

玄
心
設
趾
に
関
す
る
請
願
ほ
か
Ｉ

請
願
を
委
員
会
と
し
て
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
め
ま
し
た
。

Λ
市
民
環
境
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
三
月
三
日
…
…
市
か
ら
、
休
日
急

患
診
療
セ
ン
タ
ー
構
想
に
つ
い
て
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宇
治
市
統
計
書

五
百
円
で
発
売
中

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
宇
治
市
統

計
書
‐
－
昭
和
五
十
二
缶
菌
器
発

刊
。
た
だ
い
ま
、
一
冊
五
百
円
で
、

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
発
蔵
Ｕ
て

い
ま
す
。

こ
の
統
計
書
は
、
宇
治
市
の
人
口

や
産
業
経
済
、
社
会
、
文
教
、
行
政

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て

基
本
的
な
統
計
資
料
を
総
合
的
に
集

騨
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
社
会
・
経
済
の
贅
し
い
発

戻
と
複
雑
化
に
と
も
な
い
、
負
屁

計
の
利
用
と
必
箆
蕪
各
方
面
で
急

速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
広
く
市
民
の

み
な
さ
ん
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
こ

う
と
作
製
し
た
も
の
で
す
。

ご
入
用
の
方
は
、
市
役
所
の
企
画

調
整
室
調
査
統
計
係
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。保

健
婦
の
代

替
職
員
募
集

建
設
省
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
宇
治
川

治
水
計
画
を
改
訂
し
、
そ
の
内
容
を
発
表

し
ま
し
た
。
こ
の
改
修
計
画
は
相
当
大
規

模
な
も
の
で
、
こ
の
工
事
に
よ
り
、
宇
治

川
か
か
な
り
変
貌
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
、
宇
治
橋
付
近
景

観
保
全
対
策
協
議
会
に
対
し
、
景
観
を
ど

の
よ
う
に
保
全
す
る
か
に
つ
い
て
諮
問
し

昨
年
三
月
に
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
市
政

だ
よ
り
で
も
、
こ
の
宇
治
川
改
修
計
画
の

あ
ら
ま
し
や
、
景
観
保
全
の
問
題
点
な
ど

に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
考
え
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。

淀
川
流
域
と

宇
治
川
改
修

修
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

淀
川
流
域
は
大
阪
、

京
都
、
滋
賀
、
兵
庫
、

奈
良
、
三
重
の
ニ
府

四
県
に
ま
た
が
り
、

そ
の
総
面
積
は
八
、

二
四
〇
Ｍ
に
及
ぷ
大

査
時
）
に
も
這
し
て
い
ま
す
。
淀
川

顎
零
気
象
学
的
に
分
類
す
る
と
、

ま
た
、
琵
琶
湖
と
い
う
大
泗
水
池
を

持
っ
て
い
る
点
か
ら
も
淀
川
本
川
は

日
本
の
河
川
の
中
で
は
流
量
が
安
定

し
た
川
と
い
え
ま
す
。

さ
て
、
私
遠
の
住
ん
で
い
る
宇
治

川
の
流
域
面
積
は
四
、
三
四
九
‥
牒

あ
っ
て
、
淀
川
全
流
域
の
約
六
〇
％

に
も
及
ぴ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
在
の
宇
治
・
木
津
・
桂
の
三
川
合

流
点
で
の
叶
画
洪
水
量
は
木
津
川
が

四
、
六
〇
五
ｙ
毎
秒
、
桂
川
が
二
、

計
画
洪
水
量
は

毎
秒
一
、
五
〇
〇
ト
ン

宇
治
川
改
修
計
画

①
雨
量
の
少
な
い
瀬
戸
内
海
型
気
候

区
に
属
す
る
下
流
部
、
②
台
風
に
よ

る
雨
量
の
多
い
紀
用
山
地
に
連
な
る

木
津
川
上
流
部
、
③
降
雪
量
の
多
い

日
本
海
側
気
候
区
に
属
す
る
琵
琶
湖

北
部
、
④
前
線
性
雨
量
の
多
い
桂
川

上
流
部
の
四
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
水
の
流
出
期
が
ず
れ
、

ソメイヨシノなど200本が咲きほこる桜のトンネル

（宇治川平等院ｉｉ）

憩
所
の
前
庭
で
か
が
り
火
を
た
い
て
野
点
席
が
設
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
五
日
の
土
曜
日
夜

に
は
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ウ
や
ち
び
っ
こ
漫
画
映
画
大
会
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

春
の
宇
治
川
を
満
喫
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

七
八
〇
ｙ
毎
秒
で
、
こ
れ
ら
の
川
に

比
べ
る
と
宇
治
川
は
九
〇
〇
ｙ
毎
秒

琵
琶
湖
の
遊
水
性
を

最
大
限
に
利
用
し
、

洪
水
時
に
は
一
滴
の

水
も
下
流
に
流
さ
ず
に
下
流
の
水
を

先
に
海
に
流
そ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
琵
琶
湖
に
は
五
〇

↑
牒
に
も
及
ぷ
湖
岸
堤
を
築
造
中
で

あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
大
津
市
用
郷
よ
ｓ
＾
Ｈ
－

流
で
は
、
百
五
十
年
に
一
度
は
、
天

ケ
瀬
ダ
ム
と
計
画
中
の
大
戸
川
ダ
ム

（
仮
称
）
で
洪
水
調
節
を
し
て
も
宇

治
橋
付
近
で
Ｉ
、
五
〇
〇
ｙ
毎
秒
の

洪
水
が
お
こ
る
玖
狸
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
洪
水
に

対
処
す
る
た
め
に
、
宇
治
楊
付
近
の

計
画
洪
水
量
を
九
〇
〇
ｙ
毎
秒
か
ら

一
、
五
〇
〇
ｙ
に
か
え
る
河
川
改
修

計
画
が
今
回
建
殴
省
か
ら
発
表
さ
れ

て
い
る
宇
治
川
改
修
計
圃
で
す
。

な
お
、
こ
う
い
っ
た
河
川
改
修
計

圃
は
淀
川
流
斌
全
体
に
お
よ
ぷ
も
の

で
、
現
在
、
下
流
で
は
改
修
工
事
が

実
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

次
回
は
、
「
宇
治
市
を
中
心
と
す

る
地
形
と
洪
水
の
関
係
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

宇
治
川
改
修
計
画
に
つ
い
て
の
ご

意
見
・
お
問
い
合
せ
は
宇
治
市
建
殷

部
管
理
課
ま
で
。

ま
せ
ん
。

文
学
講
座
に
続
い
て
の
文
学
サ
ー

ク
ル
に
参
加
し
た
こ
の
二
年
の
間
に

世
の
中
に
は
、
爽
に
い
ろ
い
ろ
な
本

が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
発

見
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
だ
と
、
し
み

じ
み
思
っ
て
い
ま
す
3

今
は
寫
’
に
知
り
た
い
心
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
そ
し
て
、
同
じ
思
い
の

お
友
達
（
仲
間
）
が
ふ
え
る
と
い
い

な
Ａ
．
思
っ
て
い
ま
す
。

例
会
日
に
感
想
を
述
べ
合
う
の
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
苦
手
で
す
が
、
人
の
感

想
な
ど
を
聞
く
の
は
楽
し
み
で
す
。

（
紹
介
文
は
木
幡
用
山
の
三
谷
敏
子

さ
ん
）

▽
例
会
日
・
・
・
毎
月
第
三
水
曜
日

文
学
サ
ー
ク
ル

「
今
日
は
ど
こ
に
も
出
か
け
な
い

で
、
課
題
の
あ
の
本
を
読
み
あ
げ
な

く
て
は
・
・
・
」

戸
外
に
出
た
り
、
人
に
会
っ
た
り

す
る
の
も
楽
し
い
け
れ
ど
、
こ
う
し

泣
い
た
り
、
怒
っ
た
り
、
悲
し
ん
だ

り
、
喜
ん
だ
り
Ｉ
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
読
み
終
え
た

と
き
に
は
、
自
分
が
ひ
と
ま
わ
り
大

き
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
り

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

スクールバスの主な停留所

小倉コース 宇治コース

栄町

ニチモショツプ

砂田，浅田酒店

西小倉小学校

白伊志家具

小倉駅前センター

田園ボウル

小倉ゴルフ

伊勢田バス停

新田郵便局

大久保駅

大久保スポーツレーン

国鉄新田駅

城南高校

神明

城南荘
西町

市役所パス停

ユニチカ前

蔭山

曽根病院

西友前

北山住宅

レストランカンダ

ツ勺賢禁新年度生徒募集同志社大

スイミングスクール

〇スクールバス（無料）がお宅の近くまで定時に送迎しますので時間効率の

よい通学ができます…（宇治・小倉・伊勢田・寺田・富野荘・淀・くずは各コースあり）

○優秀コーチによる1グループ約10名の能力別指導ですので、上達は抜群です。

●お申し込みは京都府久世郡久御山町下津屋41

近鉄大久保駅より淀行バス（約7分）下津屋口下車

ＴＥＬ0774－43－8100（事務局まで）

満3歳以上

￥5，000－

￥4，200－（週1ａ】

￥5，800―（週2回）

●入

●入

●授

宇
治
川
は
淀
川
流
域
に
属
し
て
お

り
、
今
、
宇
治
市
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
宇
治
川
改
修
計
画
は
淀

川
流
域
全
体
の
こ
と
を
ぬ
き
に
し
て

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま

ず
最
初
に
、
淀
川
流
域
と
宇
治
川
改

い
ま
、
宇
治
川
平
等
院
堤
や
宇
治
公
園
で
は
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
な
ど
の
桜
か
い
っ
せ
い
に
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
日
か
ら
は
第
二
回
宇
治
川
桜
ま
つ
り
も
催

さ
れ
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。こ
の
桜
ま
つ
り
は
十
六
日
の
夜
ま
で
開
か
れ
る
予
定
で

期
間
中
、
植
木
市
や
模
擬
店
が
で
る
ほ
か
、
毎
夜
市
営
休

市
史
を
学
ぶ
会

春らんまん

家族連れで賑わう
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先
陣
争
い

本
場
宇
治
茶
で
風
流
野
点
席

（
宇
治
公
園
中
の
島
で
）

国
が
指

定
し
た
製

全
品
に
つ
い

①

て
、
栂
遣

や
材
質
、

ｍ
ｐ
状
況
な
ど
国
の
定
め
た
基
準
に

合
格
し
た
も
の
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

つ
い
て
い
る
品
目
は
野
球
用
や
乗
車

京
都
府
知
事
選
挙
・
府
議
会
議
員
禰
欠
選
挙
は
四
月
九
日
に
お
わ

り
ま
し
た
が
、
三
月
三
十
一
日
告
示
さ
れ
た
参
議
院
京
都
府
選
出
議

員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
は
四
月
二
十
三
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と

り
侃
稚
す
る
こ
と
な
く
大
切
な
一
票
を
正
し
く
使
い
、
国
政
に
あ

な
た
の
意
見
を
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

ど
の
た
め
出
歩
け
な
い
、
宇
治
市
か

ら
他
の
市
町
村
（
城
陽
市
・
久
御
山

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
重
度
の
障
害
を
脊
し
て
い
る
人

は
郵
便
に
よ
る
ぶ
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

選
挙
公
報
は

新
聞
折
込
み
で

参
議
院
補
欠
選
挙

年
4
月
2
4

曰
以
前
に

生
ま
れ
、

も
れ
な
く
投
票
を

昭
和
5
2
年
1
2
月
3
0
日
以
前
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

町
を
除
く
）
へ
住
所
を
移
し
た
Ｉ

こ
の
よ
う
な
場
合
に
不
在
者
投
果
を

六
紙
で
す
。
も
し
届
か
な
か
っ
た
場

合
、
遥
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

不
在
者
投
票

で
き
る
場
合

投
票
日
の
二
十
三
日
に
、
仕
事
や

や
ひ
を
得
な
い
用
務
・
事
故
で
市
外

に
滞
在
し
て
い
る
、
病
気
や
出
産
な

立
会
演
説
会

ｌ
ｉ
‐
1
1
1
1
ｅ

人
権
擁
護
委
員

1
0
人
き
ま
る

宇
治
市
の
人
相
擁
護
委
員
が
三
月

十
五
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。⑥

日
屈
託
能
鮭

飯
能
Ｕ
リ
ゴ

人
権
擁
護
委
員
は
市
民
の
み
な
さ

ん
の
な
か
か
ら
人
格
識
見
と
も
に
豊

か
な
人
が
選
ば
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

市
民
の
基
本
的
人
権
が
守
ら
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
監
視
し
た
り
、
人
橋

思
想
の
普
及
や
高
揚
を
推
進
す
る
た

め
、
人
権
相
談
の
受
け
付
け
を
は
じ

め
、
人
植
侵
犯
事
件
の
調
査
・
報
告

を
す
る
な
ど
、
無
報
酬
で
幅
広
い
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
社
会
は
ま

人権擁護委員

す
ま
す
複
雑
化
し
、
人
権
擁
護
委
員

の
活
躍
が
さ
ら
に
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
た
ら
自
身
も
複
利
を
た
だ

主
張
す
る
だ
け
で
な
く
、
相
手
の
人

権
を
尊
重
し
、
思
い
や
り
あ
ふ
れ
た

人
間
関
係
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ

う
。な
お
、
人
権
相
談
は
、
毎
月
第
一

木
曜
日
の
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
に

川
東
公
民
館
で
開
い
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
各
委
員
の
自
宅
や
京
都
地

方
法
務
局
人
権
擁
護
課
（
Ⅲ
－
2
3
1

‐
〇
一
三
一
番
）
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

31－8250

21－2030

31－8489

22－0153，

21－2207

21－3458

41－6488

21－2249

22－2444

22－2225

木幡大瀬戸50

宇治妙楽108

木幡熊小路4の8

槙島町北内53

宇治妙楽114

菟道丸山1の69

大久保町山ノ内1

宇治善法18

小倉町西浦72

宇治蔭山17の32

荒木嘉夫

入江甚之輔

井戸田侃

熊木治夫

佐久間重一

前川桂子

向井信雄

山花忠次郎

山口政一

松本得一

木造建築のづことなら

23日投票日

設ｍ昌大力建
ぜひ当社にご用命を

ｃ0774（31）5038

住宅の新築・増改築はローンをご利用下さい。

手続は簡単、当社にお気軽にご相談下さい。
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等
の
メ
’
・
‐
タ
’
・
・
な
ど
に
つ
い
て
い
ま

す
。

川
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、

一
圧
力
な
べ

等
。
な
お

特
例
と
し

ス
び
ん
に
は
Ｓ

こ
の
Ｍ
Ｓ
に
合
格
し
た
製
品
に
つ
‐

ら
れ
ま
す
・
。
つ
い
て
い
る
の
は
乳
母

車
や
歩
行

お
、
二
殴

ベ
ッ
ド
、

里

プ
ラ
ス
ｉ
ｋ

＾
ク
浴
榔

暮
ら
し
に
役
立
て
よ
う

Ｖ

形外レオきの枠オ－Ｐ？

マがにスラ｜円はテジ

ク
が
つ
き
ま
す
。

－
消
火
器
検
定
合
格
証

安
全
性
の
マ
ー
ク

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

⑩

ふ
た
な
ど
。
な
お
、
ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
の

製
品
に
は
：
Ｓ
Ａ
竿
万
円
ま
で
の
損
害

賂
竹
制
度
が
あ
り
ま
す
。

－
電
気
用
品
の
マ
ー
ク

ｂ
：
ｋ
川
品
取
締
法
の
規
制
を
受
け

る
以
気
器
μ
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。
と

く
に
、
ａ
険
皮
の
高
い
冷
蔵
庫
Ｑ
－
ｔ
Ｓ

子
レ
ン
ジ
等
に
は
こ
の
マ
ー
ク
が
つ

洒
。
4

ｈ
ｕ
⑧

ｍ

具
な
ど
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

■
ガ
ス
器
具
検
査
合
格
証

国
家
検
定
に
合
格
し
た
ガ
ス
器
具

用
に
は
左
の
マ
ー
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
つ

け
ら
れ
ま
す
。

－
計
量
検
定
証
印

構
造
や
精
度
に
つ
い
て
規
定
の
検

四難⑨Θ
製
品
に
つ
■
家
庭
用
計
量
器
検
定
マ
ー
ク

か
り
、
ガ

ス
・
水
道

宇治川

桜まつり
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出
品
し
て
く
だ
さ
い

5
月
に
春
の
市
民
文
化
祭

第
十
一
回
春
の
市
民
文
化
祭
が
、

五
月
三
日
、
四
日
の
両
日
、
市
民
会

館
お
よ
ぴ
宇
治
神
社
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
作
品
を
出
品

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
し
て
い
る
作
品
は
、
生
花
、

絵
圃
、
写
真
（
全
紙
以
下
四
ツ
切
ま

で
）
、
俳
句
、
短
歌
（
色
紙
、
短
冊

書
き
）
、
手
芸
（
押
絵
・
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
・
・
へ
Ｉ
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
な

ど
）
な
ど
の
文
化
作
品
で
す
。

出
品
希
望
の
人
は
、
四
月
十
五
日

か
ら
二
十
八
日
の
間
に
、
市
教
育
委

員
会
ｕ
会
教
育
課
内
の
第
十
一
回
春

の
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
持
お
込
み
は
文
化
祭
の
前
日
で

す
。

（
社
会
教
育
課
）

ミ
ニ
バ
イ
ク

安
全
な
乗
り
方
教
室

ミ
ｎ
パ
イ
ク
（
5
0
｀
以
下
）
は
、

準
科
試
験
に
さ
え
合
格
す
れ
ば
す
ぐ

一
―
－
－
－
－
－
―
－
一
Ｉ
Ｉ
Φ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
－
Ｉ
Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｓ
ａ
ｓ

Ｉ
ｅ
一
ａ

り

ー

■・・■●・
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そ
よ
か
ぜ
作
戦

バ
イ
ク
は

心
地
よ
く
安
全
に

旭

に
で
皇
君
こ
と
が
で
き
、
大
へ
ん

な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
し
か
し
、
は
な
や
か
な
宣
伝
の
裏

に
、
悲
惨
な
交
通
事
故
が
激
増
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

宇
治
市
内
で
も
バ
イ
ク
の
運
転
が

不
慣
れ
で
あ
っ
た
た
め
、
他
の
車
と

衝
突
す
る
と
い
う
事
故
も
起
き
て
い

ま
す
。そ

こ
で
、
宇
治
市
交
通
安
全
対
策

協
議
会
で
は
、
大
久
保
自
教
労
組
の

協
賛
を
え
て
、
4
月
1
6
日
（
日
）
、

午
前
9
時
半
か
ら
Ｃ
ｉ
時
半
ま
で
大
久

保
自
動
軍
教
習
所
で
、
「
ミ
‘
一
バ
イ

ク
の
安
全
な
乗
り
方
教
室
」
を
開
き

ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
安
全
に
運
転

を
す
る
た
め
に
、
ま
ず
学
科
の
復
習

を
し
て
か
ら
実
技
の
摺
導
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
女

有
害
　
猛
ス
ピ
ー
ド
　
こ
わ
い
煙

性
は
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
子
ど
も
さ
ん
に
は
託
児
所
岑
用

意
し
て
い
ま
す
。

す

・
煙
で
見
通
し
が
悪
く
な
り
恐
怖
感

を
与
え
る

・
有
携
一
ガ
ス
を
含
ん
で
い
る

・
微
粒
子
が
肺
細
胞
に
入
り
窒
息
す

る

・
煙
の
上
昇
は
急
超
で
あ
る

火
災
に
お
け
る
死
者
の
統
計
を
み

ま
す
と
、
昔
と
は
ち
が
っ
て
焼
死
に

よ
る
死
者
で
は
な
く
、
煙
に
よ
る
死

消防豆知

識者
（
煙
死
）
が
増
え
て
い
ま
す
。
最

近
の
建
築
物
の
材
料
や
内
容
物
に
石

油
製
品
が
数
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ひ
と
た
び
火
災
に
な
れ
ば
他

の
建
材
に
く
ら
べ
て
煙
の
量
が
多
く

発
生
し
、
ま
た
、
有
毒
ガ
ス
を
合
ん

だ
煙
が
建
物
内
部
に
充
満
し
ま
す
。

こ
の
た
め
煙
に
よ
り
逃
げ
場
旁
つ
し

な
っ
た
り
、
煙
を
吸
っ
て
呼
吸
が
で

き
な
く
な
っ
て
、
煙
死
に
い
た
っ
て

い
る
例
が
殆
ん
ど
で
あ
り
ま
す
。
で

さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

■
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

初
等
講
習
会

持
っ
て
い
る
人
で
運
転
に
不
安
の
あ

る
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望
の
人
は
、
市
役
所

交
通
労
政
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

は
、
こ
の
よ
う
な
火
災
に
よ
っ
て
発

生
す
る
煙
か
ら
逃
げ
る
に
は
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
次
の
こ

と
が
ら
を
心
に
と
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
田
姿
勢
岑
僊
く
す
る
（
は
っ
て
逃
げ

る
）

・
床
上
2
0
り
μ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
は

か
ろ
う
じ
て
空
気
が
あ
る
の
で
、

顔
を
床
に
す
り
つ
け
る
よ
う
に
は

使
い
捨
て
の

ラ
イ
タ
ー
に
注
意

つ
て
に
げ
る

・
お
尻
を
上
げ
て
、
ひ
ざ
で
け
っ
て

進
む
（
腹
ば
い
に
な
っ
て
し
ま
う

と
早
ぐ
進
ま
な
い
）

・
火
災
の
と
き
、
煙
が
階
段
を
上
昇

す
る
速
さ
は
、
毎
秒
3
～
5
μ
で

横
へ
の
広
が
り
は
Ｏ
・
5
～
1
肩

で
す
（
参
考
・
・
人
が
水
平
に
歩
く

速
さ
は
約
1
～
1
・
5
μ
）

ｆ
3
ハ
ン
カ
Ｍ
－
タ
オ
ル
を
口
に
あ

て
る
（
ぬ
ら
し
た
方
が
よ
り
効
果

き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
4
月
1
8
日
か
ら
毎
週
火

曜
日
（
約
3
ヵ
月
）

午
前
9
時
～
1
1
時

▽
と
こ
ろ
・
：
神
明
小
学
校

▽
受
調
料
・
：
月
額
＝
冒
円
テ
キ
ヌ

ト
代
が
約
四
百
円

ご
希
望
の
人
は
、
宇
治
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
会
の
中
村
さ
ん
（
0
ニ
○
四
七

番
）
か
、
加
藤
さ
ん
（
0
六
二
〇
六

番
）
ま
で
。

■
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
の
つ
ど
い

調
査
す
る
と
、
こ
ど
も

の
ラ
イ
タ
ー
遊
ぴ
が
多

い
よ
う
で
す
。
こ
ど
も

に
ラ
イ
タ
ー
を
持
た
せ

な
い
よ
う
、
お
と
な
が

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
通
称
。
百

円
ラ
イ
タ
ー
’
と
呼
ば

れ
て
い
る
便
い
捨
て
の

ラ
イ
タ
ー
を
捨
て
る
時

は
、
残
量
を
確
認
す
る

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
解
散
は
午
後

1
時
半
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

■
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル
会
員
募
集

耐
震
消
火
装
置
付
の

石
油
ス
ト
ー
ブ
を

受
講
希
望
の
人
は
、
当
日
会
場
へ

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
）

■
身
体
障
害
者
に

郵
便
ハ
ガ
キ

▽
対
ま
・
；
小
学
五
～
六
年
生

▽
期
間
・
：
4
月
2
2
日
～
7
月
8
日

の
毎
土
曜
日
、
午
後
2

時
～
4
時
ま
で

▽
会
場
・
・
・
琵
琶
コ
ー
ト

お
申
し
込
み
は
、
宇
治
市
黄
聚
公

園
事
務
所
（
⑩
1
9
0
5
番
）
へ
。

▽
主
催
・
・
・
軟
式
庭
球
協
会

な
お
、
先
着
5
0
人
で
、
会
費
三
千

円
を
4
月
1
5
日
に
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
（
社
会
教
育
課
）

■
小
倉
公
民
分
館

園
芸
教
室

タ
バ
コ
は
宇
治
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

�（0774）43－7635

事務局

宇治市広野町西裏99

（近鉄大久保駅東2分）

大久保文化センター4月生募集中

＼ヨフｊｌｌづ｜｜㈲
，？，
鼎
。
即ケ回］ムｉ

Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
ｈ
Ｈ
Ｉ
＾
Ｈ
Ｈ
Ｂ
ｕ
ｉ
ｍ
Ｈ

大
塚
式

朝
‥
月
・
水
（
週
二
回
）
｀
○

夜
¨
火
゛
木

閉
－
ｓ
一

ド
レ
メ
式

ｏ
月
・
木
（
週
二
回
）
ｎ
－
四
皿

ひ
つ
じ
会

ｏ
日
（
週
一
回
）

ｌ
‐
Ｍ
ｓ

裏
千
家

ｏ
水
（
週
一
回
）

曙
―
幽

池
坊

ｏ
水
（
週
一
回
）

爾
Ｉ
Ｉ
扁

〇
月
・
水
・
金
（
週
一
回
）

悶
―
Ｅ
圖

ｏ
木
（
週
一
回
）

ｍ
－
目
圃

〇
児
童
画
コ
ー
ス
火

〇
基
礎
コ
ー
ス

○
油
彩
コ
ー
ス
水

ｎ
圓
扁
固
■

○
小
・
中
学
生
土
・
□

○
高
・
一
般
土

○
個
人
コ
ー
ス
水
・
ホ
・
土
・
日

医頑匿トご゛－づ想即註球響慾1惣

温……
1

に
22Ｈ（土）Ｉ≫Ｗｉ7）ｇｌｉ？，0～12・§？。諮問？ｊｊ勁？，ｌ

大久保校雪（0774）43－2000
事務局宇治市広野町西裏99

匝順順漕ぶ

☆開講日11日（火）

艶垂厠乳ｓ？Ｍ

☆開講日14日（金）

602

元気に育て

大
久
保
小
に
少
年
の
像
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